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山ねむる

小林ー茶「寛政句帖」

山を擬人化した季語の代表的なものに春は山笑う、夏は山滴る、秋は山粧ふ、冬は山眠る

i「季節の山と湖l～冬の野尻湖と黒姫山(長野県信濃町)～
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尚
、
二
月
十
一
日
(
祝
)
午
後
二
時
よ

り
、
出
会
舛
c
r
「
住
職
ち
ゃ
ん
ね
る
」

に
お
い
て
リ
モ
ー
ト
定
例
法
座
を
配

報

信

い

た

し

ま

す

。

ご

自

宅

に

て

、

パ

ソ
コ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト

寺

フ
ォ
ン
等
を
通
し
て
参
拝
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

番月

図猾

図

午
後
八
時
～

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

ま
て

メ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。
開
催
当
日

夕
方
に
招
待
メ
ー
ル
を
返
信
い
た
し
ま

す
の
で
、
開
催
場
所
〇
刃
r
を
ク
リ
ッ
ク
、

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
ご
入
室
下
さ

ゝ
o

⑬
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
拡
大

の
た
め
、
一
一
月
の
定
例
法
座
は
残
念

な
が
ら
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

@
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
置
き
換
わ
り
、

重
症
化
率
が
減
少
し
た
代
わ
り
に
感

染
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
理
化

学
研
究
所
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
れ
ば
、
不
織
市
マ
ス
ク
を
付
け
て

い
て
も
五
〇
国
の
距
離
で
十
五
分
閏臼

会
話
を
す
る
と
感
染
確
率
が
]
ハ
〇
%

と
な
る
そ
う
で
す
。
た
と
え
重
症
化

し
な
く
て
も
感
染
者
が
急
増
す
れ
ば

結
局
は
医
療
ひ
っ
迫
と
な
り
、
急
病

等
の
患
者
さ
ん
に
迅
速
な
処
置
が
行

え
な
く
な
り
ま
す
。
感
染
し
な
い
さ

せ
な
い
よ
う
、
マ
ス
ク
の
き
ち
ん
と

し
た
瞥
用
、
会
話
時
に
相
手
と
の
距

離
を
充
分
と
る
事
な
ど
、
さ
ら
に
注

意
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
も
ど
う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
。

定
例
法
座
情
一
H

み
ほ
と
け
会
月
例
会

※
o
o
く
一
ロ
ー
一
膿
の
感
染
拡

・
兼
N
ロ
ロ
ヨ
ミ
ー
テ
ィ
プ
ブ
脊

大
に
よ
り
、
今
月
の
定
例

法
座
は
、
中
止
と
い
た
し

ま
す
。

み
ほ
と
け
会
で
は
感
染
対
策
の
た
め

引
き
続
き
、
N
〇
〇
互
を
用
い
た
イ
ン
ク

l
ネ
ッ
ト
法
話
座
談
会
を
開
催
中
で

す
。開

催
日
時
は
、

毎
月
第
一
木
曜
日
、
第
三
木
曜
日

普
秦
春
日
部
だ
よ
り
令
令
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不織布マスクを使い、鼻までフィット!

①不織布マスクを正しく使用した場合と比べ、ウレタンマスクは

3割以下、布マスクは半分以下の効果しか見込まれない

ウレタンマスク 布マスク クス
ト

マ
ッ

布
イ

馨
]

繊
フ

不

の
率

沫
集

飛
補 睾

18% 30% 75%
カット カット カット

【市販マスクの性能(実測値)】・i・坪賣誠教授〈理化学碩究所溝戸人学n成資料賽碁L烏取県n成

u不織布マスクでもすぎ間が出来ないよう顔にフィット(鼻まで

覆う1させるなど正しく使用することが大切

【正しいマスク着用のチェックポイント】

O
D732 27;1゛lた帽に

になってませんかヮ になってませんか? なっていませんか? か7

◎
「
誰
も
が
分
け
隔
て
な
く
、
南
無

阿
弥
陀
仏
の
働
き
に
よ
っ
て
等
し
く

極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
、
智
慧
ま
ど
か

で
心
穏
や
か
、
人
々
を
心
か
ら
思
い

や
る
仏
と
成
る
」
親
鸞
聖
人
が
法
然

聖
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た
お
念
仏
の

教
え
を
『
教
行
信
証
』
に
ま
と
め
ら

れ
て
か
ら
八
〇
〇
年
、
ご
誕
生
さ
れ

て
八
五
〇
年
ぎ
記
念
す
る
法
要
が
来

年
三
月
～
五
月
に
か
け
て
京
都
本
願

寺
で
ご
修
行
に
な
り
ま
す
。
主
著
『
教

行
信
証
』
が
著
さ
れ
た
の
は
、
私
た

ち
の
住
む
関
東
(
茨
城
県
笠
間
市
の

稲
田
御
坊
・
西
念
寺
)
で
す
。
こ
れ
を

機
会
に
親
鸞
聖
人
と
関
東
の
関
係
に

つ
い
て
の
記
事
も
掲
載
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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